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もうすぐ冬休みです。３年生にとっては、いつもとちょっと違う冬休みになるのでしょうね。とにかく健康

には気をつけてください。元気ならば、自分のしたいこと、何でもできます。勉強も遊びも充実した冬休みを

過ごしてください。        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１月２２日（月）～１２月３日（金）まで、人権学習集中旬間でした。この集中旬間に、校長先生が、

ワカバの曲で『あかり』を紹介してくださいました。その後も水曜日の給食の時間に流していました。 

今回は、保護者の方にも、この曲の歌詞を紹介したいと思います。        ＜YouTube でも聞けますよ。＞ 

ゆ 

 

泣きたくて でも泣けなくて       エスカレーター駆け下りてく       返事もない何度かけても繋がらない 

いまひとりぼっちのあなたへ      背中が拒んでる            どうしようもなく ひとりなんだね 

ちゃんと伝えたいんだ そばにいたいよ  大切なこと 急いで言っておくよ     暗闇の中 涙枯れてしまって 

どうか どうか             ずるしてもいいよ逃げだしたっていいよ 朝が信じられなくなったら 

僕らはいつだって弱虫で        負けてもいいよ            ずるしてもいいよ 逃げだしたって 

いつだって初心者で          でも自分を投げ出さないで       いいよ 負けてもいいよ 

臆病ばかりじゃダメなんだって     泣きたくて でも泣けなくて       でも自分を投げ出さないで 

わかってるはずなのに         いまひとりぼっちのあなたへ            泣きたくて でも泣けなくて 

歩き出すのはしんどいな        ちゃんと伝えたいんだ そばにいたいよ   いまひとりぼっちのあなたへ   

きれいな言葉はウソっぱちで      どうか どうか どうか                  ちゃんと伝えたいんだ  

肝心なときはぶきっちょで       消えないで                            そばにいたいよ 

本当はきっとすぐに助けてほしいのに  どうして何も言わないの？              どうか どうか どうか 

「大丈夫だよ」って 笑ってたんだ    どうして行ってしまうの？       もう少し続きます。ぜひ、聞いてみてください 

 

３学期からの給食時間の曲は、 

４１名の生徒から、すてきな曲を紹

介してもらいました。 

 全部かけられないかもしれません

が、楽しみにしていてください。 



 

保健委員会で、冬休みの振り返りシートを作りました。 
 

学校保健員会のテーマ「自分たちの生活をデザインして、ICT とうまく付き合おう」を

冬休みに実践してほしいです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜やり方＞ クラスルームに３つのシートを予約設定しました。 

   ①１２月２８日（火）８時に、冬休み生活振り返りシート１２月用を配信します。１２月の生活を振り返って 

ください。 １２月３１日までに返信 

 

    ②１月５日（水）８時に、冬休み生活振り返りシート１月用と冬休み保健調査を配信します。 

                  記入して、１月７日（金）始業式の朝までに返信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 

  

メディアを使う時、意識してほしいことを、保健委員会で話し合いました。 

次のことについて、意識し生活してほしいと思います。 

① 冬休み中、メディアを使う時間を決めること 

② メディアの使用中、３０分に１回は、目を休めること 

③ メディアを使う時の環境を考えること（明るさなど） 

④ 「いつやめてもいいよね」ルールを守ること 

⑤ 他のことと両立すること 

⑥ メディアばかりではなく、外に出て体を動かすこと 

いつもの生活振り返りシートなら、 

早寝・早起き・朝ごはん・適度な運動 

などの項目があると思いますが、これ

らは、『あたりまえ』のこととして、

取り組んでほしいと思います。 


